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１． 研究開発成果 

事後報告書（下URL）参照 

https://www.amed.go.jp/content/000065856.pdf 
 
２． 総合評価 

• 優れている。 
 

【評価コメント】 
 本課題は、葉酸受容体が発現するがん細胞に特異的に集まるFA7-β-CyDの特性を生かし、

抗がん剤の集積性を向上させることを解明し、FA7-β-CyDのDDSとしての可能性を示した

ことは評価できる。さらに、ドキソルビシンが惹起する重篤な心臓毒性を軽減させる興味深

い成果も得ている。 
 今後は、適応できるがん種や抗がん剤等の検討をさらに進め、がん細胞選択性のあるDDS
技術の構築を目指すとともに、これまで進めてきた企業との連携、技術導出をさらに積極的

に加速して頂きたい。 
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